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１．はじめに 

2012年12月に笹子トンネルの天井板崩落事故が発

生した1)．事故の原因は，老朽化したボルトが脱落し，

つり金具が外れ，コンクリート製の天井板などが連

鎖して崩落したことである．この事故の発生後，2013

年11月に，インフラ老朽化対策の推進に関する関係

省庁連絡会議においてとりまとめられた，「インフ

ラ長寿命化基本計画2)」に基づき，NEXCO各社がイ

ンフラ長寿命化計画を策定し，高速道路の改修工事

を行っている3)．高速道路の改修工事に伴い，工事区

間における車線規制を行う必要がある．工事区間に

よる車線規制の際には，工事区間前方より，標識な

どを用いた注意喚起を行っている．しかし近年，工

事区間による車線規制を見逃す，もしくは気づくの

に遅れ，工事区間に突入してくる車両が多数発生し

ている現状がある．例えば，2017年8月には，中央自

動車道の工事区間にトラックが突入し，10人の死傷

者を出した4)（図－1）．現在，高速道路の大規模な改

修が全国様々な場所で行われており，工事区間に車

両が突入することで発生する事故は，作業員の命に

関わるだけでなく，事故処理などによる高速道路の

利便性低下にも関わってくる問題であるため，早急

に解決すべきである．そのため，道路事業者各社は，

工事区間への突入を低減させようと本線上に工事情

報を示した標識の設置や，誘導標識の設置など様々

な対策を行っている．複数の対策が考えられる中，

道路事業者は事後評価を行い有効な対策を選択する

必要があるが，実際の道路で標識を用いた効果検証

を行うためには，繰り返し検証を行う必要があり，

危険を伴うといった多くの問題がある． 

 そこで本研究では，ドライビングシミュレータを

用いて，ドライバーの車線変更挙動を把握し，標識

の効果的な設置方法などを安全かつ効率的に評価す

る．また，実際の道路での実証実験を行い，規制区

間における車線変更挙動に標識が与える影響の評価

を行うことを目的とする．ドライビングシミュレー

タを用いることで，多様な種類の標識パターンを

様々な属性（性別・年齢・運転歴）のドライバーや，

バスやトラックといった特殊車両を運転しているド

ライバーに対する実験を行うことが可能である． ま

た本研究では，標識と個人属性のみに着目し，その

他の車線変更に与える要因は考慮しないものとする． 

 

2．既往研究 

高速道路だけでなく一般道路における車線変更に

関する研究は数多くなされている5)，6)．定点カメラを

用いた研究や，ドライビングシミュレータと実走実

験を組み合わせた研究などと研究手法は多岐にわた

る．しかし，車間距離と速度に着目した研究が多く，

標識などの車線規制材と車線変更挙動の関係に対し

て，評価している研究は少ない．車線規制材と車線

変更挙動の関係に関するものは，車間距離や速度に

比べ，実走実験を行うには多くの問題が発生する．
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図－1 中央道事故記事 4) 
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そこで本研究では，ドライビングシミュレータを用

いることで，実走実験における課題を克服し，安全

かつ効果的な対策を講じることが可能であると考え

る．  

 

3．ドライビングシミュレータを用いた実験概要 

本研究では，標識と個人属性のみに着目し，標識

が車線変更に与える影響について分析を行う．初め

に，既存の標識パターンを道路線形とともにドライ

ビングシミュレータ上に再現し，様々な属性（性別・

年齢・運転歴）やドライバー特性において，車線変

更挙動の把握を行う．ドライバー特性に関しては，

「運転行動質問紙」6)，「運転スタイル質問紙」7)，「運

転負担感質問紙」7)，「日常的注意経験質問紙」8)を用

いて，被験者をドライバー特性で分類する．その後，

様々な道路線形において，車線変更に効果的な影響

を及ぼす標識パターンでの車線変更挙動の把握を行

う．しかし，標識パターンには無数のパターンが存

在するため，その中から効果的な標識パターンを見

つけ出すのは困難である．そこで，本研究ではドラ

イバー特性や，NEXCO中日本との議論を踏まえてよ

り適切な標識パターンを提案する．また，ドローン

による事前実験を踏まえていくつかの標識パターン

を設定している． 

 

4．多様な標識パターンの車線変更に与える効果の検

証 

 北陸道下り線富山県滑川（255.8kp～257.1kp），北

陸道上り線石川県加賀IC（126.6kp～125.3kp）におけ

る，実際の工事に用いられた標識パターンを，ドラ

イビングシミュレータ上で道路線形とともに再現し，

車線変更に与える影響の効果を検証する．図－2に，

ドライビングシミュレータの参考画像を示す．この

標識パターンが車線変更挙動に与える効果は先行研

究より示されているが，先行研究では，ドローンを

用いて車線変更挙動を把握することにとどまってお

り，個々の標識が与える効果の検討まではなされて

いない．そこで本研究では，ドライビングシミュレ

ータを用いることで詳細な車線変更挙動の把握を行

う． 

 

5．まとめと今後の課題 

 高速道路の大規模なリニューアル工事が急速に増

えており，それに伴い車線規制区間への自動車の突

入事故が多発しているという背景から，本研究では，

車線規制区間前の車線変更挙動を，ドライビングシ

ミュレータを用いて安全かつ効率的に評価する．既

存の標識パターンの効果検証を行い，ドライバーの

標識認識能力の検証，多様な標識パターンの検証を

行う．また，「運転行動質問紙」，「運転スタイル質問

紙」，「運転負担感質問紙」，「日常的注意経験質問

紙」を用いることで，被験者をドライバー特性ごと

に分類し，ドライバー特性が車線変更挙動に与える

影響も同時に分析を行っていく．また本研究では，

標識と属性（性別・年齢・運転歴）のみを考慮して

車線変更挙動に与える影響を分析しているが，実際

の道路では，交通量や天候など様々な要因が車線変

更挙動に影響する．今後は，これらの要因も取り入

れた車線変更挙動の把握を行う． 
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図－2 ドライビングシミュレータ参考画像 
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